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延味　能都
論文
１．«Œillet»:l’originedumotetquelques
remarques sur son utilisation de la
Renaissance au dix-huitième siècle，
フランス文学29号（日本フランス語フラ
ンス文学会中国・四国支部），2013年6月，
p.1–16.
２．Observationdesoccurrencesdel’œillet
─ chez ClémentMarot etMaurice
Scève─,ヨーロッパ言語文化研究33号
（岡山大学ヨーロッパ言語文化研究会）,
2014年3月,p.1-9.
大杉　洋
論文
１．水と光の出会い─「古典的ヴァルプル
ギスの夜」に関する考察─、岡山大学
文学部紀要第60号、2013年12月25日、
87-96頁。
２．言葉は時空を超えて─ゲーテ『西東詩
集』より─、岡山大学文学部プロジェ
クト研究報告集「文化の交流、文化の翻
訳」、2014年3月31日、17-33頁。
大貫　俊夫
研究発表
１．「農民の「食糧貯蔵庫」としてのシトー
会修道院所領」キリスト教文化研究会、
2013年7月24日、ノートルダム清心女子
大学
２．「中世後期初頭における「教会貧民登録簿
matricula」と貧民救済」2013年度文学部
プロジェクト研究「貧困・死に相対する
宗教者・思想家と社会的コンテクスト」
第2回研究会、2013年12月25日、岡山
大学
その他（翻訳、事典項目、書評等）
１．「〈読書案内〉西洋中世における修道院・
修道制」『地理と歴史』237号、2013年、
41-44頁
岡本　源太
研究発表
１．“The Spirit in Experimental Stage:
Takiguchi Shūzō and JikkenKōbō,”
International Workshop,Artist ic
Experimentations for aNewSociety:
Continuities andRuptures in Japan
beforeandaftertheWar ,23Sep.2013,
GentUniversity（Belgium）.
２．“Who’sAfraid of Experimentation?
JikkenKōbōandtheReconstructionof
PostwarJapan,”InternationalSeminar,
WhoisAfraidofExperimentation?Art
andTheory inPostwar Japan , 8Oct.
2013,InternationalResearchCenterfor
Aesthetics andArtTheory（IRCA）
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- Roma University “Tor Vergata” 
（Italia）.
その他（翻訳、事典項目、書評等）
１． ［総説］「ルネサンスの芸術論と時間の問
題─アルベルティからジョルダーノ・
ブルーノまで」、『美学』第64巻1号（242
号）、美学会、2013年6月、15-25頁
２． ［新刊紹介］「ジョルダーノ・ブルーノ著
『英雄的狂気』（エウジェニオ・カノーネ
編）」、『美学』第64巻1号（242号）、美学会、
2013年6月、183頁
３． ［書評］「ジャック・ランシエール『言葉
の肉─エクリチュールの政治』（芳川
泰久監訳、せりか書房、2013年）」、『週
刊読書人』第3002号、2013年8月16日
４． ［散文］「芸術作品、プロトタイプ、理論
的対象」、『であ、しゅとぅるむ』展カタ
ログ、2013年、77-79頁
５． ［翻訳］ グレアム・ハーマン「代替因果に
ついて」岡本源太訳、『現代思想』第42巻
第1号、2014年1月、96-115頁
６． ［書評］「松本健太郎『ロラン・バルトに
とって写真とは何か』（ナカニシヤ出
版、2014年）」、『週刊読書人』第3033号、
2014年3月28日
岡本　不二明
論文
１． 「李娃伝」と鞭─平康里・曲江池・剣門
─ 中 国 文 史 論 叢 第 10 号 2014 年 3 月、
P41-63
金関　猛
論文
１． 「始まりの前のフロイト（一）」『岡山大学
文学部紀要』第60号 2013年12月　21-38頁。
研究発表
１． 「ウィーン大学生フロイトの研究」、第62
回日本独文学会中国四国支部研究発表
会、2013年11月2日、松山大学
その他（翻訳）
１． ヨーゼフ・ブロイアー／ジークムント・
フロイト著『ヒステリー研究〈初版〉』、中
央 公 論 新 社、2013年6月（ 底 本 はJosef 
Breuer, Sigmund Freud, Studien über 
Hysterie , Franz Deuticke, Leipzig und 
Wien 1895. 本文全文の翻訳のほか、解
説「はじめにヒステリーがあった」（5～
74頁）、訳注、索引、参考文献表を作成。
ちくま学芸文庫『ヒステリー研究』（2004
年）の改訂版。
金子　真
論文
１． 「日本語の接尾辞タチ・ラの複数性と特
定性について」、日本言語学会第147回
大会予稿集、2013年11月、pp.224-229.
２． The Semantics and Syntax of Japanese 
Adnominal Demonstratives. In P. 
Cabredo Hofherr & A. Zribi-Hertz （eds） 
Crosslinguistic Studies of Noun Phrase 
Structure and Reference , Leiden：Brill, 
2013年12月、pp.239-268.
研究発表
１． 「日本語の接尾辞タチ・ラの複数性と特
定性について」、日本言語学会第147回
大会、2013年11月23～24日、神戸市外
国語大学
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栗林　裕
著書
１．栗林裕「V+V型複合動詞と語形成─ト
ルコ語から見た日本語─」影山太郎（編）
『複合動詞研究の最先端─謎の解明に向
けて─』ひつじ書房　267頁-293頁2014年
研究発表
1．Kuribayashi,Yu.「Verb-VerbCompoundsin
TurkishandTurkicLanguages」NINJAL
INTERNATIONAL SYMPOSIUM
2013MYSTERIES OFVERB-VERB
COMPLEXESINASIANLANGUAGES　
国立国語研究所東京都2013年12月15日
（招聘）
2．Ku r i b a y a s h i ,  Y u .「TÜRKOLOJ İ
ÇALIŞMALAR（StudiesofTurkology）」
International Symposıum of Cultural
Valuesof theTurkishWorld. オスマン
ガージ大学トルコエスキシェヒール
2013年11月5日（招聘）
3．Kuribayashi,Yu.「TÜRKİYETÜRKÇESİ
VEÇAĞDAŞTÜRKLEHÇELERİNDE
İK İ  UNSURU F İ İLDEN OLUŞAN
BİRLEŞİKFİİLLER（トルコ語と現代チュ
ルク諸方言における二つの要素から成り
立つ複合動詞）」VIII.MİLLETLERARASI
TÜRKOLOJİKONGRESİ（第八回国際チュ
ルク学会議）イスタンブール大学トルコ
イスタンブール2013年10月2日（招聘）
佐々木　守俊
論文
１．「「縁起もの」の由来と意味─中国から日
本へ─」（『縁起もの　版画と絵画で楽し
む吉祥図像』展図録、町田市立国際版画
美術館、平成25年9月、6～15頁）
２．「広重と『東海道名所図会』」（『北斎・広重・
国芳─浮世絵に見る東海道五十三次─』
展図録、桑名市博物館、平成25年10月、
88～93頁）
研究発表
１．「「不動利益縁起」に描かれる馬図につい
て」（風俗絵画研究会、平成25年8月11日、
立命館大学アート・リサーチセンター）
２．“Inbutsu  as the Print andInbutsu 
by the Imagination”（International
Conference“Sen,On Lines andNon-
lines”平成25年9月19日、東京大学）
３．「出現するほとけ─生身像に寄せられた
期待─」（岡山大学文学部平成25年度プ
ロジェクト研究経費事業（表象文化にお
ける非表象化・脱表象化・再表象化の研
究）「「練り供養」シンポジウムアジアの
なかの〈練り供養〉」、平成25年11月24
日、岡山県立美術館）
その他（翻訳、事典項目、書評等）
１．作品解説「兜跋毘沙門天立像（東光院蔵）」
ほか全11項目（『仏像半島─房総の美し
き仏たち』展図録、千葉市美術館、平成
25年4月）
２．作品解説「千手観音坐像（葛井寺蔵）」ほか
全6項目（浅井和春責任編集『日本美術全
集』3東大寺・正倉院と興福寺、小学館、
平成25年9月）
３．作品解説「歌川広重筆　冨士三十六景・
武蔵野毛横はま」ほか全8項目（町田市立
国際版画美術館監修『謎解き浮世絵叢書
歌川広重　冨士三十六景』、二玄社、平
成25年9月）
４．作品解説「長沢芦雪筆松竹梅図」ほか全
22項目（『縁起もの版画と絵画で楽しむ
吉祥図像』展図録、町田市立国際版画美
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術館、平成25年9月）
髙野　宏
論文
１．「鈴木秀夫の風土論」、岡山大学文学部紀
要、第59号、2013年７月、29-45頁。
２．「鈴木秀夫『文明論的風土学』の再評価」、
岡山大学大学院社会文化科学研究科紀
要、第36号、2013年11月、21-38頁。
髙谷　幸
論文
１．「追放と包摂の社会学─1950年代朝鮮
人の在留特別許可をめぐって」『アジア
太平洋研究センター年報』11号,2-9,2014.
（査読無）
2．「1990年国勢調査にみる在日外国人女性
の結婚と仕事・住居」『文化共生学』13号,
2014,97-114．（大曲由起子・樋口直人・
鍛治致・稲葉奈々子との共著，査読無）
3．「1995年国勢調査にみる在日外国人の結婚
と仕事・住居」『岡山大学大学院社会文化
科学研究科紀要』36号,2013,59-80.（大曲
由起子・樋口直人・鍛治致・稲葉奈々子
との共著，査読無）
その他（翻訳、事典項目、書評等）
１．「日本のなかの外国人支援団体」蘭信三・
伊豫谷登士翁・関根政美・吉原和男・吉
原直樹・山下晋司編『人の移動事典─
日本とアジア』丸善出版,2013,134-5．
竹島　あゆみ
論文
１．承認と和解─ヘーゲル社会哲学の二つ
の原理─、近世哲学研究17、2013.12、
1-33。
２．承認なき和解と和解なき承認─『自然
法論文』と『人倫の体系』におけるヘーゲ
ルの社会哲学、岡山大学文学部紀要60、
2013.12、1-11。
研究発表
１．〈承認〉とは何か─ヘーゲル『精神の現象
学』自己意識章を手がかりに、岡山哲学
研究会、2014.03.29、岡山大学
その他（翻訳、事典項目、書評等）
１．翻訳：ヨハン・ゴットリープ・フィヒテ「道
徳についての講義」、フィヒテ全集
第5巻所収、2014.3、359-615（山田
忠彰との共訳）。
田中　共子
論文
１．畠中香織・田中共子・光吉仁哉　2014.3
在日外国人介護士候補生の異文化適応─
三層構造モデルに基づく縦断的事例の分
析─岡山大学社会文化科学研究科紀要
第37号67-76共著　
２．田中共子・髙濱愛2014.3日本人学生に
おける食の意識と行動─留学生を対象と
した異文化間食育の開発に向けた対比
的集団として─文化共生学研究13,115-
121共著
３．髙濱愛・田中共子2014.3在日メキシコ
人留学生の食生活の変遷に関する事例的
研究─5名の渡航前から現在に至る詳細
から食育への示唆を探る─人文・自然
研究8（一橋大学教育研究開発センター）,
190-205共著
４．奧西有理・田中共子2013.12短期ホスト
ファミリー体験における異文化に関する
学びの構造─AUC-GS学習モデルを用い
た認知行動的反応の分析─岡山理科大
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学紀要49号25-34 共著 
５． 畠中香織・田中共子　2013.12　日本のケ
ア現場で就労する外国人労働者らの異文
化適応─三層構造モデルを用いた事例的
分析─　多文化関係学第10巻69-86　共著
６． 髙濱愛・田中共子　2013.7　海外留学希
望者を対象とした留学準備教育─2011
年度全学共通教育科目「海外留学スキル・
トレーニング」におけるソーシャルスキ
ル学習の取り組み─　一橋大学国際セン
ター紀要第4号7-96　共著 
７． 田中共子・髙濱愛　2013.12　米国留学
準備を目的とした短期集中型アメリカン
ソーシャル・スキル学習セッションの記
録（4）─３つの中級スキルに焦点を当て
て─　岡山大学文学部紀要60,29-45　共著
８． Koji Mikushi and Tomoko Tanaka　
2013.7　Social skills learning focused 
on Japanese indirect expressions: An 
experimental session using teaching 
aids such as cultural assimilators.　
Progress in Asian Social Psychology 
Series, Volume 9, "Towards Social 
Harmony：A New Mission of Asian 
Social Psychology",132-154　共著
９． Tomoko Tanaka　2013.7　Investigation 
of the social skills of the elderly to 
enhance relat ionship formulation 
with youth. Progress in Asian Social 
Psychology Series, Volume 9, "Towards 
Social Harmony：A New Mission of 
Asian Social Psychology",51-72　単著
10． Yuri Okunishi and Tomoko Tanaka
　2013 . 7　Formula t i on  o f  c ross -
cultural relationship with international 
students: An analysis of the cognitive 
and behavioral strategies adopted 
by homestay family in rural Japan. 
Progress in Asian Social Psychology 
Series, Volume 9, "Towards Social 
Harmony：A New Mission of Asian 
Social Psychology",24-35　共著
11． 髙濱愛・田中共子　2013.7　留学生の
食生活と健康─留学支援としての食育
という課題─　ウエブマガジン「留学交
流」2013年7月号　JASSO（独立行政法人
日本学生支援機構）（http://www.jasso.
go.jp/about/webmagazine201307.html）
共著 
12． 田中共子・髙濱愛　2013.7 米 国 留 学
準備を目的とした短期集中型アメリカン
ソーシャル・スキル学習セッションの記
録（3）─自己開示とジョークに焦点を当
てて─　岡山大学文学部紀要59,17-27　
共著
研究発表
１． Emiko Yamamoto, Tomoko Tanaka, 
Yoshimi Hyodo, Mina Suzuki, Takeko 
Muramatsu, Harumi Katayama 　
2014.3.29　Medical safety education 
through small group training: Use of 
the Swiss cheese flow experience game 
to assess the occurrence and prevention 
of human error.　The Asian Conference 
on Psychology & the Behavioral 
Sciences　2014（Ramada Hotel, Osaka） 
２． 田中共子・兵藤好美 2013.11.24　医療事
故のハイストッパーナースにみられる特
性：ストッパーの構成要素に関する探索
　第8回医療の質・安全学会学術集会 
３． 兵藤好美・田中共子　2013.11.24　作業
中断時の指さし呼称の効果を学ぶゲーミ
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ングシミュレーション─医療安全のため
の心理教育法の開発（1）─ 第8回医療の
質・安全学会学術集会
４． 犬飼智子・兵藤好美・田中共子 2013. 11. 23 
医療施設におけるKYT介入実践に関する
縦断的研究（3）─実践期の継続要因の探
索─ 第8回医療の質・安全学会学術集会
５． 吉澤奈利・田中共子・兵藤好美 2013. 11. 23 
時間切迫下での確認行動に関するゲーミ
ングシミュレーション─医療安全のため
の心理教育法の開発（2）─ 第8回医療の
質・安全学会学術集会
６． 田中共子・高濱愛 2013. 10. 19 在日メキ
シコ人留学生の食生活に変遷に関する事
例的研究 多文化関係学会2013年度第12
回年次大会　 
７． 迫こゆり・田中共子 2013. 10. 19 在伯日
本人の対人面と環境面における社会的困
難とその対処に関する探索的研究 多文
化関係学会2013年度第12回年次大会
８． 中野祥子・田中共子・奥西有理 2013. 10. 20 
異文化接触場面における困難とその対処
からみた在日ムスリム学生の異文化適応
スタイル 多文化関係学会2013年度第12
回年次大会　 
９． 兵藤好美・田中共子 2013. 9. 21 ノンアサー
ティブ行動による医療エラーの発生に焦
点をあてた医療安全のゲーミングシミュ
レーション 日本心理学会第77回大会
10． 田中共子・髙濱愛　2013.9.15　異文化滞
在者の食と社会文化的適応─在日留学生
にみられる食の社会性─　日本応用心理
学会第80回記念大会　 
11． 兵藤好美・田中共子　2013.9.14　同調圧
力下での新人看護師の意思表示に焦点を
当てた医療安全のゲーミングシミュレー
ション 日本応用心理学会第80回記念大会
12． 畠中香織・田中共子　2013.9.8　在日外
国人看護師・介護士候補生の異文化適応
（4）─ソーシャル・スキルとソーシャル・
サポートの三層構造モデルへの影響─ 
日本健康心理学会第26回大会
13． 田中共子・髙濱愛 2013. 9. 8異文化滞在者
における食の動態と問題の認識─在日留
学生の食生活調査による異文化館食育へ
の示唆─ 日本健康心理学会第26回大会
14． 田中共子 2013. 9. 8 研究推進委員会企画
シンポジウム：新生健康心理学の研究か
くあるべし！～研究部会集結～・指定討
論 日本健康心理学会第26回大会
15． 中野祥子・奥西有理・田中共子 2013. 8. 31 
在日ムスリム留学生の異文化適応─異文
化接触場面における異文化葛藤への対処
の観点から─ 日本質的心理学会 第10回
大会（優秀ポスター賞：種まきウサギ賞）
16． Sachiko Nakano, Yuri Okunishi and 
Tomoko Tanaka 2013. 8. 24 Interpersonal 
behavioral conflict of international 
Muslim students in Japan in intercultural 
contact situations. The 10th Biennial 
Conference of Asian Association of Social 
Psychology, Yogyakarta, Indonesia
17． Kaori Hatanaka and Tomoko Tanaka 
2013. 8. 23 Evaluation gap between host 
and guest in cross-cultural adjustment 
of foreign nurses and care workers in 
Japan: Recognition of adaptability by 
foreign and Japanese staff. The 5th 
Congress of Asian Health Psychology, 
Deajeon, Korea
18． Tomoko Tanaka 2013. 8 Keynote 
Address：”Cross-cultural Contact and 
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Health in Asia”The 5th Congress of 
Asian Health Psychology, Deajeon, 
Korea 
19． Tomoko Tanaka 2013. 8 Symposium: 
The Exploration into Asian Perspectives 
of Health Psychological Support/
Intervention for Educational Sites. 
Discussant The 5th Congress of Asian 
Health Psychology, Deajeon, Korea
20． 奥西有理・田中共子 2013. 6. 9 短期ホス
トファミリー体験における異文化対応に
関する学びの構造─AUC-GC学習モデル
を用いた分析─ 異文化間教育学会第34
回大会　
21． 田中共子・高濱愛 2013. 6. 9 在日韓国人
留学生における食の健康行動─文化滞在
者の食の多機能性に着目して─ 異文化
間教育学会第34回大会　 
堤　良一
研究発表
［審査有り］「ソンナＮの感情・評価的意味は
どのように生じるか」2013年12月1日、日本
語文法学会第14回大会、予稿集214-221頁、
早稲田大学
［審査有り］「留学生のライティングに対する
ビリーフ調査項目策定に向けた調査につい
て」2014年3月8日、2013年度日本語教育学
会第10回研究集会、予稿集74-77頁、園田学
園女子大学（長谷川哲子氏（関西学院大学）と
の共同発表）
シンポジウム
１． 「どの指示詞の使用が学習者にとって困
難か？～理論的記述 を場面教育に利用
する～」特別シンポジウム「日本語の談
話とプロフィシェンシー」における発表
（（2013.6.29）共同発表者、鎌田修氏（南山
大学））、キャンパスプラザ京都、日本語
プロフィシェンシー研究会主催
中谷　文美
論文
１．  ”Housewives’work/mothers’work? 
The changing position of housework 
in Dutch society,”Ochiai Emiko and 
Aoyama Kaoru eds., Asian women and 
intimate work , Leiden: Brill, pp.37-62, 
2014.
研究発表
１． “Four days at home, three days at a 
day-care”：The gendered meaning of 
time and place in the Dutch ways of 
reconciling work and family”, The 17th 
World Congres of IUAES （International 
U n i o n  o f  A n t h r o p o l o g i c a l  a n d 
Ethnological Sciences）, 6 August, 2013, 
University of Manchester, U.K.
2．  ”Cro s s - cu l t u r a l  c on sumpt i on  o f 
cultural heritage:Weaving and wearing 
traditional textiles in Bali and beyond”, 
EAAA（East Asian Anthropological 
Assoc iat ion）Annual  Meet ing ,  16 
November, 2013, Xiamen University, 
China.
3． 「『布』を美術館に展示するということ～
南オーストラリア美術館における企画
展「Beneath the winds：Masterpieces 
of Southeast Asian Art from the Art 
Gallery of South Australia」を素材に～」
トークミュージアム第2回、2014年2月6
日、岡山大学。
4． 「観光現象のオルターナティブなとらえ
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方～文化人類学の蓄積から～」平成25年
度文学部プロジェクト研究：「瀬戸内の
地域資源と旅・ツーリズム」第2回研究会, 
2014年2月13日、岡山大学。
中谷　ひとみ
論文
1． 「消滅の技法（１）─Daniel Quinn, Maria 
Turner, Sophie Calle を手がかりに」、『岡
山大学大学院社会文化科学研究科紀要』第
36号、2013年11月、1-19頁
2． 「消滅の技法（２）─瞬間切り取りの美学と
写真のダイナミズム」、『岡山大学文学部
紀要』第60号、2013年12月、69-86頁
3． 「 消 滅 の 技 法（３）─Sophie Calle,”Suite 
Venitienne”を読む」、『岡山大学大学院社
会文化科学研究科紀要』第37号、2014年3
月、27-45頁
研究発表
１． 「ゲ
あ
ー
そ
ム
び
をせんとや生まれけむ、翻
あ
弄
そ
ばれん
とや生まれけむ─Paul Auster, Leviathan
（1992）の語り手たちの野望はいかに潰え
たか」、日本アメリカ文学会関西支部7
月例会、2013年7月6日、近畿大学
2． 「語りえない物語は語り続けねばならない
─Paul Auster, Leviathan（1992）の3人の
語り手はいかに巨
リ ヴ ァ イ ア サ ン
大な幻獣と闘ったか」、
日本英文学会中国四国支部第66回大会、
2013年10月19日、山口大学
中東　靖恵
著書
１． 『井原の方言集─井原地方の話しことば』
井原市教育委員会，2014年3月, 78頁, 監修
論文
１． 「ブラジル語と日本語─日系人のことば」
『日本語学』33-1, 2014年1月, pp.86-95
研究発表
１． 「ブラジル・パラグアイの広島県人家
族における方言アクセントの継承と変
容」第11回都市言語研究国際セミナー
（Urban Language Seminar 11）, 2013年
8月18日, 広島市文化交流会館
２． 「総社市地域参加型生活サポート日本語
教育事業の概要」文化庁日本語教育研究
協議会，2013年11月2日，大阪・梅田セ
ンタービル（共同発表）
萩原　直幸
論文
「ルネ・シフェールによる「吉備津の釜」のフ
ランス語訳について」、岡山大学文学部プロ
ジェクト研究報告集『文化の交流、文化の翻
訳』、2014年3月、p.59-p.70
研究発表
「岩波文庫版『オーベルマン』（第１刷）の検閲
をめぐって」、日本フランス語フランス文学
会中国・四国支部大会、2013年11月23日、
岡山大学
その他（資料紹介）
「Oberman ou les aléas d’une œuvre au pays 
du soleil levant : réception du roman de 
Senancour au Japon  について（自著解題）」、
『岡山大学文学部紀要』、第59号、2013年7月、
p.107-p.120
長谷川　芳典
論文
１． スキナー以後の心理学（21）行動分析学か
ら見た「選択」.　岡山大学文学部紀要 59, 
1-16, 2013年7月
２． 高齢者における「選択のパラドックス」の
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実情. 長谷川芳典・藤田 益伸. 岡山大学
文学部紀要60, 13-28, 2013年12月
シンポジウム企画委員
１． 日本行動分析学会三十周年記念シン
ポジウム「開かれた行動分析学に向け
て：シングルケースデザインをめぐっ
て」、2013年7月26日、名古屋市・テレ
ピアホール
藤井　和佐
その他（翻訳、事典項目、書評等）
１． 書評：「山下祐介著『限界集落の真実～過
疎の村は消えるか？～」、日本社会学会
編『社会学評論』第64巻第1号（通巻253
号）、2013年6月30日、143-144頁
２． 講演：「農村社会における女性リーダー
～地域が変わる・地域を変える～」、
2013年度第6回男女共同参画セミナー
（兵庫県立男女共同参画センター・イー
ブン）、2013年8月8日、兵庫県立男女共
同参画センター
３． 講演：「地域づくりにおける住民参加と
担い手の育成」、岡山県議会地域公共政
策セミナ （ー平成25年度第3回）、2013年
12月3日、岡山県庁
Chris BELOUAD （クリス・ベルアド）
著書
1． 『日仏美術と文学の交流「トロンコワ・
コレクション」とその周辺（大手前大学
研究叢書10）』〈共編〉石毛弓、柏木隆
雄、 小 林 宣 之〈 共 著〉岡 佳 子、Marie-
Catherine Sahut、Emmanuel Schwartz、
Chris Belouad、柏木加代子、盛田帝子、
Christophe Marquet
　 思文閣出版、2014.3、267 p.
　 担当分：
　・  pp. 60-85 :「フランスにおける日本学の草
分けレオン・ド・ロニーについて
　　 ─ロニーの日本文化紹介をめぐって─」
　・  pp. 215-242 : «  Léon de Rosny, pionnier 
des études japonaises en France, et 
ses activités de présentation de la 
littérature et de la culture japonaises »
2． 『フランスところ、どころ』（Aux quatre 
coins de France）
　 弘学社出版、2014.3、117 p. 
　  〈共著者〉Chris Belouad、濱田明、鎌田隆行、
柏木隆雄、寺本弘子、寺本成彦、山上浩嗣
論文
1． « Quel cours de civilisation française 
pour des étudiants non-spécialistes ? »
　  『神戸女学院大学論集』60巻2号, 神戸女学
院大学研究所, 2013.12（pp. 1-19）
研究発表
1． 「フランスにおける日本学の草分けレオン・
ド・ロニーについて─ロニーの日本文化
紹介をめぐって─」
　  パリ国立高等美術学校・大手前大学提
携記念 日仏文化交流シンポジウム「日
仏 美 術 と 文 学 の 交 流」（Les Échanges 
culturels entre le Japon et la France）
　 （2013. 11. 22、 於：大手前大学）
松本　直子
論文
１． 「縄文から弥生へ：農耕民の移動と新し
い文化の誕生」『人類の移動誌』印東道子
編、臨川書店、2013年4月、142-154頁
２． 「出崎船越南遺跡出土土器付着炭化物に
ついて」『古代吉備』第25集、2013年4月、
57-69頁（共著：松本直子・松谷暁子・國
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山大学考古学研究室、2014年3月（編著）
宮崎　和人
論文
1．「モダリティーとしての＜可能＞─レアリ
ティーと時間的な意味とのからみあい─」
『岡山大学文学部紀要』59号、2013年7月、
87-98頁
2．書評論文「村木新次郎著『日本語の品詞体
系とその周辺』」『日本語文法』14巻1号、
2014年3月、131-141頁
本村　昌文
論文
１．村岡典嗣『日本思想史研究』、『岩波講座
日本の思想』第1巻、岩波書店、2013年4
月、pp.282-292
研究発表（講演を含めています）
１．現代の介護・看取りと日本思想史研究の
接点、西安外国語大学日本文化研究会シ
ンポジウム「伝統的死生観から考える介
護と看取り」、2013年9月、中国・西安
外国語大学
２．ケアの現場に根ざす新たな思想史・文
化史研究の構築に向けて、日本学術振
興会・二国間交流事業・オープンパート
ナーシップセミナ 「ー介護と看取りの現
場に根ざす新たな思想史・文化史研究の
構築」、2013年11月、中国・北京日本学
研究センター
３．迷惑をかけない終わりとは何か─「終活」
を問い直す─、三原市人権推進課主催「人
権講演会」、2013年12月、大和人権文化
センター
木田大・吉田邦夫）
３．「考古学で探る心の進化」『心と行動の進
化を探る─人間行動進化学入門─』五百
部裕・小田亮編、朝倉書店、2013年9月、
131-164頁
研究発表
１．「認知考古学からみた学習」、科学研究費
補助金新学術領域研究『ネアンデルター
ルとサピエンス交替劇の真相：学習能力
の進化に基づく実証的研究』公開シンポ
ジウム「ホモ・サピエンスと旧人２：考
古学からみた学習」、2013年7月6─7日、
於東京大学大学院理学系研究科・理学部
小柴ホール
２．「「芸術」はどのような状況で生まれるの
か─考古学的検討─」、科学研究費補助
金新学術領域研究『ネアンデルタールと
サピエンス交替劇の真相：学習能力の進
化に基づく実証的研究』第８回研究大会、
　　2013年12月21-23日、於京都大学稲盛財
団記念館
３．「縄文から弥生への文化変化」、科学研
究費補助金新学術領域研究『ネアンデル
タールとサピエンス交替劇の真相：学習
能力の進化に基づく実証的研究』公開シ
ンポジウム「石器文化からさぐる新人・
旧人交替劇の真相」、2014年3月15日、
於名古屋大学野依記念学術交流館
その他（翻訳、事典項目、書評等）
１．‘Japan :  Indigenous Occupat ion’,
‘Sahara ,  Makoto’,‘Tori i ,  Ryūzō’
Encyclopedia ofGlobalArchaeology ,
editedbyClaireSmith,Springer:New
York,2014,pp.4164-4166,pp.6443-6444,
pp.7349-7350.
２．『二本松上郷後峯遺跡発掘調査報告書』岡
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遊佐　徹
論文
１．フィンガーボウルと李鴻章（１）、『岡山
大学文学部紀要』59、99─106
２．病める国の住人─梁啓超と東亜病夫、『岡
山大学文学部プロジェクト研究報告書』
21、1─12
３．王府井の日本人写真館─西太后を撮った
写真師、山本讃七郎─、『中国文史論叢』
10、65─83
書評
小野寺史郎著『国旗・国歌・国慶─ナショナ
リズムとシンボルの中国近代史』、106-110、
『歴史評論』No.760
学会発表
１．漢字文化圏の近代─その研究状況と具体
例、共通善教育研究国際シンポジウム、
3月5日、於岡山大学
２．山本讃七郎と近代中国の写真文化、国際
シンポジウム「中国と日本─相互認識の
歴史と現実」、10月14日、於東北師範大
学（中国・長春）
研究報告書（編集、刊行）
岡山大学文学部プロジェクト研究報告書21
『災害・戦争・疫病の表象観念と文化』、全80
ページ
吉岡　文夫 
著書 
１．ReadingShortStories:British,Irishand
AmericanStorytellers
　　『岡山大学文学部叢書』第36号（2014年3
月、339頁）
論文 
１．ANostalgicRevisit to aDreamland
- SomeObservations onCapote’s’A
ChristmasMemory’
　　『岡山大学大学院社会文化科学研究科紀
要』第35号（2013年11月、61-70頁）
